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高原水車友の会 

高松市六条町 

高原水車場 

友
の
会
通
信 

（
第
２
号
） 

「
第
１
回
水
車
講
座
」
開
催 

 

自
然
か
ら
見
た 

髙
原
水
車
立
地
の
特
性
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

講
師 

出
石
一
雄
先
生 

香
川
地
理
学
会
副
会
長 

元
紫
雲
中
学
校
長 

５
月
３
１
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時 

高
松
市
林
町 

農
協
林
支
店
二
階
に
て 

主
催 

髙
原
水
車
友
の
会 

 

そ
ろ
そ
ろ
田
植
え
の
準
備
も
始
ま
る
と
い
う
時

期
で
し
た
が
、
長
年
香
川
県
の
教
育
界
で
活
躍
さ
れ
、

香
川
の
地
理
学
研
究
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
出
石
一

雄
先
生
の
お
話
し
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

    

  

出
石
先
生
は
前
日
来
風
邪
気
味
で
薬
を
飲
み
な

が
ら
の
ご
出
講
で
し
た
。
咳
が
止
ま
っ
た
の
で
と

少
々
声
の
調
子
が
悪
い
と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
地
理
研
究
の
成
果
と
髙
原
水
車
の
地
理

的
性
格
を
結
び
つ
け
た
お
話
し
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
そ
の

「
名
講
義
」
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

 

先
生
は
今
回
の
発
表
の
た
め
、
新
た
に
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
や
聞
き
取
り
を
試
み
ら
れ
、
そ
の
途
中
経
過

を
今
後
の
話
題
提
供
の
一
助
と
な
れ
ば
と
の
思
い

で
お
話
し
申
し
上
げ
る
と
前
置
き
さ
れ
ま
し
た 

全
３
５
枚
の
ス
ラ
イ
ド
か
ら
、
最
初
に
「
髙
原
水

車
」
が
古
川
水
系
に
属
す
る
こ
と
、
そ
の
本
川
が
新

川
で
あ
る
と
地
図
で
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（本
文
中
の
図
面
・
写
真
は
出
石
先
生
ス
ラ
イ
ド
よ
り
） 



第２号             髙原水車友の会通信         平成 26年 7月 15日 

 

2 

Ⅰ
 

林
地
域
の
概
観 

 
冬
は
西
風
が
き
つ
く
、
か
つ
て
軍
用
飛
行
場
で
大

き
く
改
変
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
林
地
区
と
は
ど
ん
な

と
こ
ろ
か
あ
ら
た
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
地
形
は
香
東
川
の
扇
状
地
と
し
て
南
西
か

ら
北
東
へ
傾
斜
し
て
い
る
平
坦
地
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

 

 

そ
し
て
上
林
・
林
地
区
は
香
東
川
の
扇
状
地
で
あ

り
、
六
条
地
区
は
そ
の
氾
濫
（
原
）
平
野
と
い
え
ま

す
。
河
川
の
堆
積
作
用
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
土
地
で

す
（「
土
地
条
件
図
」（
国
土
地
理
院
発
行
ｓ61

）。 

 

ま
た
、
む
か
し
の
地
名
が
残
る
字
（
下
所
、
天
皇
、

下
青
木
な
ど
）
の
区
画
は
方
形
型
に
区
画
さ
れ
、
さ

ら
に
田
ん
ぼ
は
典
型
的
な
坪
区
画
（
１
坪
は
１
０
９

ｍ
四
方
）
の
条
理
型
地
割
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 Ⅱ
 

林
地
域
の
条
理
型
地
割 

 

し
か
し
さ
ら
に
詳
し
く
地
割
り
の
な
か
み
を
見

て
い
く
と
場
所
に
よ
り
異
な
る
特
徴
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。
出
石
先
生
は
、
そ
れ
を
６
つ
の
型

に
分
類
し
て
林
地
区
を
分
析
し
ま
し
た
。 

              

Ⅲ
 

水
車
地
域
の
地
割
分
布
図 

 

地
割
り
分
布
図
に
よ
る
と
水
車
地
域
は
、×

不
整

形
型
に
な
り
ま
す
。
古
川
左
岸
の
氾
濫
低
地
の
残
象

地
形
と
定
義
さ
れ
ま
し
た
。
土
地
の
形
か
ら
三
角
地

で
す
。 
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写
真
で
見
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 

  

こ
の
よ
う
な
地
形
を
前
所
有
者
の
髙
原
忠
雄
が

ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

古
川
は
仏
生
山
町
魔
池
・
平
池
の
い
て
め
よ
り

川
添
村
香
伯
に
至
る
延
長
４
㎞
余
の
春
日
川

支
流
を
い
う
。
途
中
重
蓮
寺
池
及
び
三
谷
三
郎

池
の
各
々
い
て
め
及
び
閘
（
ゆ
る
）
の
水
、
つ

ま
り
余
水
の
放
水
路
で
あ
る
が
途
中
三
ヶ
所

に
用
水
掛
井
手
が
あ
り
―
両
岸
に
竹
木
等
が

密
生
し
川
の
中
、
昼
な
お
暗
い
谷
川
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
地
形
上
一
番
低
地
を
自
然
に
流
れ
、
両

側
は
階
段
状
の
圃
地
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
が

所
謂
坦
水
地
帯
を
な
し
、
下
流
地
帯
が
一
時
に

増
水
す
る
こ
と
を
調
節
す
る
役
割
を
し
た
。 

 
 

 
 

昭
和
３
４
年
「
春
日
川
支
流
古
川
改
修
工

事
に
つ
い
て
の
陳
情
書
（
控
）
よ
り 

 
 

こ
の
よ
う
に
水
車
用
地
は
、
古
川
が
蛇
行
し
て
い

る
攻
撃
面
近
く
の
左
岸
に
あ
り
、
し
か
も
低
地
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
洪
水
な
ど
自
然
と
の
共
存
を

迫
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
出
石
先
生
が
、
良
寛
の
言

う
「
災
難
に
逢
う
時
節
に
は
、
災
難
に
逢
う
が
よ
く

候
…
…
是
は
こ
れ
災
難
を
の
が
る
る
妙
法
に
て
候
」

と
い
う
自
然
と
の
共
存
思
想
を
引
い
て
こ
ら
れ
た

事
に
は
驚
き
ま
し
た
。
確
か
に
年
に
１
～
２
回
は
水

車
場
か
ら
下
の
台
所
は
床
下
浸
水
、
低
い
水
田
は
池

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北
側
の
段
丘
の
上
か
ら
人

が
こ
ち
ら
を
見
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
家
族

は
文
句
を
言
わ
ず
、
水
の
引
く
の
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
、
苦
労
は
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
堰
を
作
っ
た
り
浸
水
を
防
ぐ
対
策
は

立
て
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
毎
年
、
無
堤
河
川
で
あ

る
古
川
の
竹
藪
か
ら
静
か
に
浸
水
さ
れ
る
こ
と
に

耐
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
せ
い
か
古
川
の
性

質
を
よ
く
観
察
し
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。 

Ⅳ
 

水
車
の
水
源
と
新
井
手
（し
ん
い
で
） 

 

次
に
い
よ
い
よ
水
源
の
お
話
し
に
な
り
ま
す
。 

 

溜
池
を
尋
ね
て
撮
影
さ
れ
た
き
れ
い
な
写
真
を

た
く
さ
ん
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

水
車
で
使
う
水
は
、
古
川
水
系
（
仏
生
山
台
地
よ

り
）
と
春
日
川
水
系
（
植
田
丘
陵
よ
り
）
の
二
つ
の

水
源
を
持
ち
ま
す
。
古
川
の
水
は
５
３
０
ｍ
上
流
で

分
水
し
新
井
手
へ
、
春
日
川
の
水
は
サ
イ
フ
ォ
ン
で

古
川
へ
、
さ
ら
に
サ
イ
フ
ォ
ン
で
新
井
手
へ
流
れ
て

き
ま
す
。 

 
 

 

古
川
水
系
の
水
で
は
平
池
、
前
池
、
住
蓮
寺
池
、
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三
郎
池
等
の
溜
池
の
ウ
テ
メ
か
ら
の
余
水
が
水
車

に
使
わ
れ
ま
し
た
。
春
日
川
水
系
で
は
神
内
池
や
松

尾
池
な
ど
四
箇
池
か
ら
主
に
灌
漑
期
に
農
業
用
水

の
一
部
が
使
わ
れ
る
の
が
慣
行
で
し
た
。 

 

 

溜
池
の
余
水
で
あ
る
古
川
の
水
量
が
豊
富
な
時

期
は
４
月
、
５
月
に
限
定
さ
れ
、
四
箇
池
で
は
灌
漑

期
の
６
月
か
ら
１
０
月
に
流
れ
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
冬
季
は
水
不
足
に
な
り
ま
す
。
明
治
４
１
年
の

早
い
時
期
か
ら
発
動
機
を
導
入
し
た
理
由
も
そ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

髙
原
水
車
が
中
掛
け
水
車
で
落
差
約
１
．
５
ｍ
を

確
保
す
る
た
め
に
①
平
坦
地
に
立
地
す
る
水
車
と

し
て
は
長
い
導
水
路
が
必
要
に
な
り
、
②
そ
の
た
め
、

取
水
口
よ
り
古
川
に
沿
っ
た
５
３
０
ｍ
上
流
左
岸

で
分
水
し
、
約
２
１
０
ｍ
導
水
し
た
の
ち
、
灌
漑
水

路
と
し
て
の
新
井
手
を
流
し
、
さ
ら
に
３
２
０
ｍ
北

流
さ
せ
て
取
水
口
へ
と
流
し
て
い
る
、
と
い
う
結
論

に
な
り
ま
す
。 

 

分
水
地
点
の
様
子
は
石
を
並
べ
て
洲
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
と
古
老
の
方
に
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
た
そ
う
で
す
。
昔
話
に
ま
だ
さ
む
ら
い
が
水
車

を
や
っ
て
い
た
と
き
、
刀
で
竹
藪
を
切
り
払
い
な
が

ら
上
流
へ
水
を
仕
掛
け
に
行
っ
た
と
い
う
話
と
符

号
す
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

講
座
の
結
論
と
し
て
、
本
水
車
場
が
位
置
す
る
林

地
域
は
、
条
里
型
地
割
が
発
達
（
西
部
は
空
港
建
設

で
改
変
）
し
、
し
か
も
現
在
は
著
し
く
都
市
化
が
進

ん
で
い
る
。
水
車
場
を
取
り
巻
く
地
域
に
は
、
今
に

旧
田
園
地
域
と
し
て
の
貴
重
な
残
象
的
（
取
水
口
か

ら
放
水
口
ま
で
）
景
観
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
原
風
景

が
残
っ
て
い
る
、
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

  

先
生
は
２
時
間
近
く
の
講
演
を
終
え
、
継
い
で

「
森
の
水
車
」
の
歌
を
流
さ
れ
ま
し
た
．
奥
様
が
き

れ
い
な
ソ
プ
ラ
ノ
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
し
た
。
参
加

者
の
方
の
感
想
に
「
会
の
時
に
は
い
つ
も
聞
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
り
、
楽
し
い
水
車
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

（
講
演
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
友
の
会
に
あ
り
ま
す
。） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
平
田
恵
美
記
） 

農協林支店にて水車講座開催 講演中の出石一雄先生 
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水
車
を
回
す
に
は
、
ま
ず
下
流
を
浚
渫
し
な
く
ち

ゃ
と
、
水
車
講
座
の
翌
日
６
月
１
日
、
２
日
と
や
る

気
十
分
の
「
水
路
グ
ル
ー
プ
」
が
朝
か
ら
道
具
持
参

で
集
ま
っ
た
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
休
憩
を

取
り
な
が
ら
、
幅
７
０
㎝
、
深
さ
３
０
㎝
、
延
長
８

０
ｍ
の
溝
掘
り
に
取
り
か
か
っ
た
。
一
日
目
は
半
分
、

２
日
目
に
は
、
貫
通
し
、
暗
渠
に
溜
ま
っ
た
水
を
流

し
て
み
た
。
何
と
も
言
え
な
い
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
し

て
勢
い
よ
く
水
が
流
れ
た
。
新
し
い
川
が
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
た
。
手
作
業
土
木
工
事
の
醍
醐
味
と
言

う
べ
き
か
、
一
同
静
か
に
歓
声
を
上
げ
た
。 

暗
渠
に
あ
っ
た
水
量
に
限
り
が
あ
っ
た
の
で
、
残

念
な
が
ら
最
末
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
ま
で
は
届
か
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も
尊
い
一
歩
に
な
っ
た
と
思
う
。 

 

   

  

排水口直下を浚渫する。 石垣水路の幅１ｍです。 

森野さん、たばこが離せ

ません。 

日陰の作業は助かる。 

一日目の作業はここまで。
古川の川底は香東川と同
質の小石であると、髙原忠
雄の記録にあるが、白っぽ
い砂しか出てこなかった。 

昔の谷川は土が堆積して道に
なっていた。川底から岸まで高
さ約 1.7ｍはあったのだが。 

きれいに掘りましょう。 

作業の様子を撮った動画もあります。数分間ですが感動的です…。 

森野・植松・増田・高見・佐藤の各氏 
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「
五
郷
」
に
ち
な
ん
で
今
年
五
月
五
日
に
落
成
式

が
行
わ
れ
た
。
観
音
寺
市
大
野
原
町
五
郷
地
区
の
人

達
が
地
域
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
よ
う
と
、
前
田

川
沿
い
の
元
落
合
集
会
所
前
に
水
車
小
屋
を
建
設

し
た
。
直
径
４
ｍ
の
上
掛
け
水
車
で
あ
る
。
小
屋
内

に
は
米
と
麦
の
搗
き
臼
が
動
い
て
い
る
。
落
成
式
に

は
五
郷
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
人
が
詰
め
か

け
た
。
「
五
郷
里
づ
く
り
の
会
」
が
平
成
２
３
年
末

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。 

佐
藤
、
堀
家
、
植
本
他
が
見
学
。 

髙
原
水
車
友
の
会
活
動
日
誌
及
び
予
定 

４
月
２
３
日 

仏
生
山
水
車
水
路
痕
跡
見
学 

５
月 

３
日 

友
の
会
通
信
創
刊
号
発
行 

 

５
日 

観
音
寺
「
五
郷
の
里
」
水
車
見
学 

３
１
日 

「
第
１
回
水
車
講
座
」
開
催 

６
月 

１
日 

旧
古
川
水
路
浚
渫 

 
 
 

２
日 

旧
古
川
水
路
浚
渫 

２
８
日 

水
車
場
公
開 

企
画
委
員
会 

７
月
１
６
日 

幟
旗
作
製 

 
 

２
４
日 

材
木
モ
ロ
ダ
調
達
に
行
く 

２
６
日 

水
車
場
公
開 

企
画
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

親
子
体
験
学
習
打
ち
合
わ
せ 

８
月 

３
日 

親
子
体
験
学
習
「
讃
岐
の
水
車
小
屋

を
訪
ね
る
」
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資

料
館
と
共
催 

８
月
３
０
日 

水
車
場
公
開 

９
月
２
７
日 

水
車
場
公
開 

＊
毎
月
末
（
金
）（
土
）
は
活
動
日
。
そ
の
う
ち
（
土
）

は
水
車
場
公
開
日 

 

幟 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２日目。音を立てて水が流れる 

佐藤さんは流れる音に聞き入る。 

水の到達点はここまでか。

左から佐藤、増田、植松。 

ここまで水を流そう。 

左の大きな土管は大洪

水に備えたものとか。 

右土手下を排水用ヒュ

ーム管が通っている。 

 

髙
原
水
車
友
の
会 

連
絡
先
：
０
８
７
７-

３
３-

４
６
０
１ 

 
 
 
 
 
 

 
 

堀
家 


